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残暑にも油断NO！  日中の路面付近の温度は驚きの

日差しの力はとても強く、日中のアスファルトは
60℃近くに達することも。 

路面の近くにいるどうぶつさんたちは、人間より
きびしい暑さにさらされます。
たとえ短時間でも、熱くなった路面を歩くと、肉球が
やけどしてしまう可能性もあります。お散歩は
涼しい早朝がおすすめです。
また、お散歩の前には路面をさわって温度を確かめ
ましょう。

路面温度の比較実験を配信しています。
動画はこちらから。
https://youtu.be/c78TUhOXenw

右記のQRコードまたは、
Youtube で
「アニコム　STOP熱中症」を検索！

熱中症の情報、あります。
知っているだけで防げる事故もあります。 
アニコムグループでは熱中症で苦しむどうぶつさんと
ご家族がいなくなることを願って、熱中症の予防啓発に
取り組んでいます。
熱中症の発生状況やご契約者の経験談、気象情報を元に
した熱中症週間予報など、気をつけたいポイントの情報
配信をしています。ぜひご覧ください。

熱中症新聞のバックナンバーを掲載しています。
https://www.anicom-sompo.co.jp/prevention/stopheatstroke/

右記のQRコードまたは、
アニコム損保のホームページから
アクセス！

５６℃！



「ハアハアしてぐったり。からだが熱い！」など、熱中症が疑わしい時には、以下の応急処置を
とり、動物病院を受診しましょう。

①涼しいところに移動する　
木陰や、空調の効いた場所に移動しましょう。

②からだを冷やしてあげる
からだに水をかけたり、濡らして風をあててあげましょう。
保冷剤などがあればタオルでくるみ、首やわきの下、
太ももの内側などにあてましょう。
氷水や、冷たすぎる水は避けましょう。
体表の血管が収縮し、熱を逃がしにくくなってしまいます。

③水分補給！
自力でお水が飲めそうであれば、お水を飲ませます。
ぐったりしていて飲めない場合はやめましょう。
うまく飲めずに気管に入ってしまう可能性があります。

④すぐ動物病院へ！
重症の場合では点滴などが必要になることもあります。
応急処置をしながら、すみやかに動物病院へ向かいましょう。

Webマガジンはじめました！

アニコムグループのWebマガジンができました！
病気の予防や健康増進に関わる情報の他、いきものに関する
コラムを掲載しています！
https://mag.anicom-sompo.co.jp/

右記のQRコードまたは、
「anicom you（アニコムユー）」を検索！

LINE で保険金請求はじめました！

なんと！ LINE で保険金請求が可能になり、
とっても便利になりました。 
また、保険のことを気軽に質問できる自動
FAQ のご用意のほか、病気の予防に関する
お役立ち情報も配信していきます。

アカウント名：アニコム
ID：anicom

http://www.anicom-sompo.co.jp/line/

右記のQRコードまたは、
LINE 公式アカウントの
「アニコム」を検索！

熱中症になってしまったら？

アニコムの
LINE公式アカウントができました！


